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六甲山系の自然との
近さも後押し、
旧居留地に
アウトドアショップが集積。

　旧居留地内のアウトドア関連ブランド店
は現在、10店舗を数えます。それぞれ、自社
ブランドのシャツ、ベスト、ジャケット、パンツな
どのほか、ウォーキングやランニング、トレッキ
ング用のシューズやブーツ、帽子、バッグな
どが商品の主流です。これらに加えサーフ
ボード、ウエットスーツ、ゴルフバッグなどの
専門用具をそろえた店や、ワンフロアをシェ
アして２つのブランドが並ぶ店、さらにまた、
店内に「コーヒースタンド」を併設した店な
どもあります。
　店の初進出は２０年前。阪神・淡路大震
災が起きた１９９５（平成７）年の９月に開店
した米国ブランド直営の「エル・エル・ビー
ン」神戸店（海岸通１０）です。日本国内で
の出店は東京都内に次いで２都市目。震災
の余波を受け予定より半年遅れの開店で
した。
　同店の加藤武店長は、進出の背景をこ
ういいます。「神戸は古い歴史と伝統を持
つ外国へ開いたミナト町です。市民の感性
も豊かで鋭い。旧居留地はその象徴で、
どっしりと落ち着いた変わらぬ風格がある。
１０３年の歴史を持つビーンの“売り”は、変
わらぬ古き良きアメリカンテイストです。私ど
ものブランドイメージとぴったり重なった」
　そのブランドイメージの重なりは「出店前
の通信販売でも、神戸には根強いエル・エ
ル・ビーンのファンが大勢いた」ことでもうな
ずけます。開店当日は「100人を超す長蛇
の列ができた」そうです。

2015年の
旧居留地
及び
周辺の
イベント情報

◆7月19日（日）～20日（月祝）
Kobe Love Port・みなとまつり

　メリケンパーク

◆8月8日（土）
みなとこうべ海上花火大会

　メリケンパークほか（観覧場所）

◆8月22日（土）
こうべ海の盆踊り2015
　メリケンパーク

◆9月4日（金）～6日（日）
神戸よさこいまつり

　ハーバーランドほか

◆9月6日（日）
港町ポリフォニー

　KIITO

◆9月19日（土）～11月23日（月祝）
神戸ビエンナーレ

　メリケンパークほか

◆10月3日（土）～13日（火）
第18回神戸元町ミュージック
ウィーク
　神戸元町商店街周辺地域

◆11月6日（金）～7日（土）
開港5都市景観まちづくり会議

　神戸朝日ビルディングほか

◆11月15日（日）
神戸マラソン

　神戸市役所前（スタート）

◆緑化活動
●プランターの飾花／大55基、小5基

◆クリーン作戦
●初夏クリーン作戦／5月15日
　約190名の参加
●初秋クリーン作戦／9月11日
　約130名の参加
●冬季クリーン作戦／11月13日
　約130名の参加
●春季クリーン作戦／3月12日
　約150名の参加

◆ノーマイカーデー運動　
　夏季運動 6月12日
　冬季運動 12月11日
◆放置自転車・バイク実態調査 実施　 　
ルミナリエに合わせ１回実施
　11月20日実施　自転車540台（前年　
529台）、バイク57台（前年129台）
　計597台 前年比較-61台
◆環境委員会定例会議
4月10日、7月24日、10月9日
1月29日、2月12日　実施

◆ルミナリエ100円募金
延べ31名動員（前年34名）

◆エコキャップ運動
　3回82社459.7kg+α

環境委員会

平成26年度活動報告

◆広報誌「居留地会議」No.35
7月1日　2,000部発行
旧居留地の阪神・淡路大震災20年など

◆親睦会・イベント等の写真撮影・記録
・定例総会／4月24日、
・秋のバーベキュー大会／11月8日
・新年賀詞交換会／1月27日、
・ボウリング大会／3月10日
◆旧居留地連絡協議会 Webサイト運用管理
・活動カレンダー更新
・フォトアルバム掲載（各活動の撮影）
・各種問い合わせ対応
◆旧居留地連絡協議会オフィシャル
サイトの運営管理

◆広報誌「居留地会議」No.36発行
　　7月1日　2,000部発行予定
◆旧居留地連絡協議会
　WEBサイトの活用促進
◆旧居留地連絡協議会オフィシャル
　　サイトの運営管理
◆イベント等の写真撮影・記録
◆旧居留地思い合いマップの作成・配布
　（都心づくり委員会合同事業）

広報委員会

平成26年度活動報告

平成27年度活動計画

L.L.Bean神戸店 加藤店長

◆緑化活動
　・プランターに関しては現状維持
◆クリーン作戦
・年4回実施
 ●初夏クリーン作戦／5月21日
 ●初秋クリーン作戦／9月10日
 ●冬季クリーン作戦／11月12日
 ●春季クリーン作戦／3月10日

◆ノーマイカーデー運動
・年2回実施　6月11日、12月10日
◆放置自転車・バイク実態調査
・年1回実施　ルミナリエに合わせ、
　市と打ち合わせのうえ、実施

◆環境委員会 定例会議
4月16日、7月23日、10月15日、
2月4日　及び1月に1回

◆ルミナリエ100円募金
前年度並みの動員を図る

◆エコキャップ運動
旧居留地連絡協議会の活動として
定着させる

平成27年度活動計画

k y o r y u c h i - c l u b . c o m

　旧居留地にこのところ、アウトドア関連

のブランド店が、ひときわ目立つようにな

りました。カジュアルでオシャレなスポー

ツウエアだけでなく、サーフィンやロック

クライミング、トレッキングなどの専門用

具をそろえて本格的に体験教室やセミ

ナーなどを開く店もあります。

数多くの近代スポーツの国内発祥地と

なった旧居留地ですが、風格ある街並み

に融け込むかたちで、なぜ今、アウトドア

の店が集まりだしたのか。その背景や周

辺事情を通して、改めて、旧居留地が持

つ魅力やポテンシャルなどに迫ってみま

した。

クリーン作戦
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旧居留地連絡協議会

平成26年度活動報告と平成27年度活動計画
2015年4月28日（火）神戸銀行
協会において平成27年度の定
時総会が開催され、昨年度の活
動報告及び今年度の事業計画
と予算案が承認されました。

◆防災・防犯委員会
　4月17日、5月19日、6月16日、7月17日、
　9月18日、10月16日、11月17日、
　12月17日、2月17日、3月20日
旧居留地倶楽部にて毎月開催

◆平成26年度防災福祉コミュニティ
　代表者会議／4月27日　中央消防署
◆防災マネイジメント／6月29日
　危機管理センター1階　当会2名参加　
◆市民救命士講習会／7月2日
　東京海上日動火災保険株式会社 8階
　大会議室　参加者24名
　10月17日　東京海上日動火災保険
　株式会社8階  大会議室　参加者23名
◆第7回旧居留地防犯講習会／7月24日
　神戸朝日ビルディング 13階
　アッセンブリルーム　参加者40名強
◆防災技術研修会／8月31日
　危機管理センター　当会5名参加
◆市民防災リーダー研修／11月16日　
　中央消防署　当会1名参加
◆旧居留地防災訓練／1月28日　
　神戸朝日ビルディング 13階
　アッセンブリルーム　参加者28名
◆ひょうご安全の日のつどい1.17
　メモリアルウォーク／1月17日
　東遊園地からHAT神戸まで
　（帰宅困難者訓練）
　当会12名参加

・防災防犯委員会 定例会議（原則毎月）
・防災福祉コミュニティ代表者会議
・防災マネジメント講習
・市民救命士講習会
・防犯講習会
・防災技術研修会
・市民防災リーダー研修
・旧居留地防災訓練
・メモリアルウォーク

防災・防犯委員会

平成26年度活動報告

平成27年度活動計画

◆地区内建設計画、店舗計画の聴取、助言
・あいおいニッセイ同和損害保険
・関西電力三宮元町線ケーブル取換工事
・三菱UFJモルガンスタンレー証券
・東京海上日動火災保険
・ボンシックボングー
・三菱東京UFJ銀行
・ファミリーマート
・ジルスチュアート
・ローソン内靴屋
・池田泉州銀行
・タイホービル
・45th駐車場
・サンローラン
・ロレックス 等
◆ユニバーサルデザインについて
・旧居留地での取り組みについて協議
◆夜間景観形成実施計画
・好ましい事例等の収集のための写真撮影等
◆セブンイレブン、ゲイロードに対し、
　都心づくりへの理解と協力を要請
◆委員会開催実績
4月15日、5月20日、6月18日、7月14日、
8月8日、9月16日、10月21日、11月18日、
12月16日、1月20日、2月16日　計11回

・旧居留地地区内の建設計画等に対する
　聴取、助言
・他団体・他都市の取組事例の研究、意見
　交換
・道路環境のあり方の検討（放置自転車
　対策、新規改修道路への提案等）
・ユニバーサルデザインの検討
・神戸市夜間景観形成実施計画への取り
　組み
・その他

都心づくり委員会

平成26年度活動報告

平成27年度活動計画

ま　　  ち

・バーニーズ
・ヴァレンチノ
・グッチ
・リモア
・ローソン

◆第12回親睦ゴルフコンペ／5月21日
 　有馬カンツリークラブ
◆納涼会／7月3日
　ホテルオークラ神戸
◆プロムナードコンサート／10月4日
　クリエイト神戸
◆バーベキュー大会／11月8日
　神戸ワイナリー
◆第13回親睦ボウリング大会／3月10日
　神戸ボウリング倶楽部
◆活動計画・意見交換会／毎月開催

・第13回親睦ゴルフコンペ
・納涼会
・プロムナードコンサート
・バーベキュー大会
・第14回親睦ボウリング大会

親睦・イベント委員会

平成26年度活動報告

平成27年度活動計画

モンベル神戸三宮店 二村店長

バーベキュー大会

メモリアルウォーク

　この「街の風格」に加えて、もうひとつ、加
藤店長は「自然との近さ」を挙げます。
　「神戸は、市街地に隣り合って山があり、
森があり、川や海もある。都市のサイズも適
度で過不足がない。市民のライフスタイルの
なかに早くから野外活動があり、自然が溶け
込んでいる。アウトドアを推進し提案している
私たちには、たまらない魅力です」
　確かに、身近にある自然、とりわけ六甲山
や須磨海岸に親しみを抱く市民は多いよう
です。神戸っ子なら、幼い頃にハイキングや
森林浴、キャンプ、渓流遊び、海水浴などを
楽しんだ懐かしい思い出をたくさん持ってい
ます。また、六甲山麓の山筋ごとに「毎日登
山」の市民グループが数多くあり、日々の参
加者は約5000人といいます。この「毎日登
山」の誕生は1905（明治38）年頃、当時の居
留地の外国人が始めたものです。
　典型が、毎年11月の「ＫＯＢＥ六甲全山縦
走大会」でしょう。40回目となった昨年の参
加者は3350人。約3分の2が北海道から沖
縄まで市域外からの参加で、今や全国規模
のトレッキング・イベントといっていいほどで
す。年々、国内各地からのエントリーが増え
人気が高まっている「神戸マラソン」と相まっ
て、神戸の都市イメージのなかにアウトドア
活動が全国的に定着しつつあるのかもしれ
ません。
　ところで、この「自然との近さ」を積極的に
取り入れた店のひとつに、「モンベル」神戸
三宮店（伊藤町109）があります。
　開店は2004（平成16）年3月。店内に本格
的な「クライミングウォール」（高さ7m）を設け

て体験会を開いているのをはじめ、トレッキン
グやサイクリング、カヌー・カヤックなどの無料
店内セミナーや会員向け野外イベントをそ
れぞれ毎月数回、六甲山などで開催してい
ます。国内に約100店舗を展開し、店は旗艦
店のひとつです。
　二村誠店長は「旧居留地への出店でブ
ランドイメージが上がった。神戸の人は新し
いものが好きで感度が高く、お客様との会話
や意見の交換が新商品の開発に役立つ。
店にはアンテナショップとしての役割もある」
といいます。

　この「モンベル」開店の前後ごろから、アウ
トドア関連のブランド店の進出が旧居留地で
加速し始めます。震災復興が進み、以前に
も増して風格あるオシャレな街並みが再生
されてきたことや、健康志向の高まりで野外
活動への関心が広がるなどの社会的時代
的な変化も、出店に弾みをつけたようです。
　「個性へのこだわり世代が増え、スポーツ
ウエアをカジュアルに着こなす傾向なども目
立ってきた。オシャレ感覚やブランドの領域で
は、高級なアパレル商品とアウトドア関連商
品との境界がなくなってきている。そうしたこ
とも、アウトドアの店が旧居留地にしっくりと溶
け込んだ要因では…」とは、加藤店長の見
方です。

　ところで、アウトドア関連の10店は、まるで
申し合わせたかのように旧居留地の東部一
帯、浪花町筋から伊藤町筋にかけて立地し
ています。マラソン、サッカー、ラクビー、ゴル
フ、馬術など数多くの近代スポーツの国内
発祥地となった旧居留地ですが、その舞台
となった「東遊園地」寄りに期せずして集積
したことになります。
　その集積を、いずれの店も「大歓迎」と口
をそろえます。「ブランドや店には、それぞれ
に個性や主張がある。ブレずにホンモノにこ
だわり続け、お客様に満足していただける
独自の商品やサービスを提供していく。集積
の相乗効果を生み出したい」と二村店長。
現に、各店めぐりをしたうえで商品を選ぶ客
も少なくないようです。
　今年3月、東京都のＪＲ昭島駅前に国内で
初めての「アウトドア・ビレッジ」（約2万1000
㎡）がオープンしました。緑豊かな森の一画
に、大型クライミングウォール（高さ16.5m）や
ミニトレッキングコース（約200m）などを設
け、16のブランド店などが軒を連ねていま
す。ＪＲ昭島駅は、首都圏内の登山やトレッキ
ングで人気の高い奥多摩山系への玄関口
です。都心と自然とを結ぶ導線上に誕生し
たアウトドア・ブランド店の一大集積は、小さ
いながらも、今、旧居留地に見られるアウトド
ア店の集積と重なります。
　「東遊園地」が数多くの国内近代スポー
ツの発祥地となったように、旧居留地がまた
ひとつ、新しい時代の“先取り”をしていた、と
言っていいのかもしれません。


